
か
ね
て
小
川
鼎
三
先
生
の
御
病
気
の
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
、
あ
ん
な
に
早
く
お
な
く
な
り
に
な
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
私
は
先
生
が
日

本
医
史
学
会
の
理
事
長
に
就
任
さ
れ
た
こ
ろ
、
医
史
学
会
に
入
会
し
た
の
で
、
そ
の
と
き
か
ら
ず
っ
と
先
生
の
御
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

た
。
先
生
は
一
見
華
著
に
み
え
た
が
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
検
険
隊
長
も
な
さ
っ
た
り
、
巨
大
な
鯨
の
解
剖
も
な
さ
り
、
御
丈
夫
だ
っ
た
の
で
、
も
っ

と
長
生
き
し
て
頂
き
た
か
っ
た
の
に
、
病
魔
に
侵
さ
れ
た
の
は
、
か
え
す
が
え
す
も
残
念
な
こ
と
だ
っ
た
。

先
生
は
几
帳
面
で
、
且
つ
非
常
な
勉
強
家
だ
っ
た
の
で
、
私
が
順
天
堂
大
学
の
医
史
学
研
究
室
を
訪
れ
た
と
き
は
、
い
つ
も
窓
ぎ
わ
の
机
に

向
か
っ
て
、
著
述
か
読
書
を
し
て
お
ら
れ
た
。
先
生
の
名
著
「
医
学
の
歴
史
」
（
中
公
新
書
）
は
昭
和
三
十
九
年
刊
行
さ
れ
、
簡
明
で
教
科
書

的
で
あ
り
、
と
く
に
巻
末
の
医
学
史
略
年
表
は
、
私
に
と
っ
て
利
用
価
値
が
大
き
い
の
で
、
参
考
書
と
し
て
刊
行
直
後
か
ら
常
用
し
て
い
る
。

い
ま
か
ら
約
十
五
年
も
前
に
な
る
が
、
第
七
十
回
の
日
本
医
史
学
会
総
会
（
昭
和
四
十
四
年
）
で
、
私
が
キ
ュ
ー
バ
の
医
学
切
手
を
中
心

に
、
痘
瘡
の
歴
史
に
つ
い
て
報
告
し
た
と
き
、
小
川
先
生
が
座
長
を
務
め
て
下
さ
っ
た
。
私
の
報
告
を
終
っ
た
あ
と
、
先
生
は
ず
っ
と
前
に
、

キ
ュ
ー
バ
の
勲
章
を
受
け
た
こ
と
を
、
簡
単
に
追
加
し
て
下
さ
っ
た
。
日
本
の
医
学
者
で
、
キ
ュ
ー
等
ハ
の
勲
章
を
受
け
た
の
は
、
お
そ
ら
く
先

生
一
人
だ
け
だ
ろ
う
と
、
そ
の
と
き
私
は
大
変
驚
い
た
。

受
章
の
経
緯
は
の
ち
に
わ
か
っ
た
が
、
先
生
が
一
九
五
四
年
、
第
十
四
回
国
際
医
史
学
会
総
会
（
ロ
ー
マ
）
に
出
席
さ
れ
た
と
き
、
キ
ュ
ー

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

小
川
鼎
三
先
生
と
キ
ュ
ー
バ
の
勲
章

古

川

明
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、
ハ
の
医
史
学
者
の
要
請
で
、
フ
ィ
ン
ラ
イ
○
閏
き
い
園
己
昌
（
ア
メ
リ
カ
式
に
は
「
フ
ィ
ン
レ
イ
だ
が
、
「
フ
イ
ン
ラ
イ
」
が
正
し
い
）
の
、
蚊

に
よ
る
黄
熱
伝
播
説
の
功
績
顕
彰
に
署
名
し
た
こ
と
に
対
し
て
の
受
章
だ
っ
た
と
い
う
。
小
川
鼎
三
先
生
の
そ
の
と
き
の
記
載
文
は
、
日
本
医

史
学
雑
誌
（
六
巻
一
号
十
八
。
ヘ
ー
ジ
、
一
九
五
五
）
に
よ
る
と
、
つ
ぎ
の
通
り
の
日
本
文
と
そ
の
英
訳
文
で
あ
っ
た
。

「
余
は
細
菌
学
の
専
門
家
で
は
な
い
が
、
フ
ィ
ン
レ
イ
の
業
績
に
関
し
て
、
キ
ュ
ー
、
ハ
の
科
学
者
や
歴
史
家
が
永
い
間
調
べ
て
得
た
結
論
は

受
章
は
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
十
二
月
三
日
、
東
京
の
キ
ュ
ー
、
ハ
大
使
館
で
行
わ
れ
、
そ
れ
に
は
緒
方
富
雄
先
生
が
同
伴
陪
席
さ
れ

た
と
き
い
て
い
る
。
勲
章
の
名
称
は
私
は
知
ら
な
い
。

淀』

正
当
で
あ
る
と
信
ず
る
。
」

浄弼

第
二
次
大
戦
前
か
ら
、
私
は
医
学
切
手
に
興
味
を
持
ち
、
日
本
医
史
学
会
入
会
後
は
、
医
史
学
の
研
究
に

も
こ
れ
を
利
用
し
て
い
た
が
、
前
記
の
総
会
か
ら
数
年
の
ち
、
キ
ュ
ー
バ
の
医
学
切
手
で
不
明
な
点
が
み
つ

か
っ
た
の
で
、
東
京
の
キ
ュ
ー
、
ハ
大
使
館
に
質
問
の
手
紙
を
出
し
た
。
し
か
し
、
い
つ
ま
で
待
っ
て
も
返
事

が
こ
な
い
の
で
、
な
か
ば
あ
き
ら
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
思
い
が
け
ず
に
も
、
あ
る
日
突
然
キ
ュ
ー
、
ハ
の
厚

生
省
か
ら
郵
便
物
が
届
い
た
の
で
、
開
封
し
て
み
た
ら
、
キ
ュ
ー
寺
ハ
の
「
医
学
切
手
書
」
（
Ａ
５
判
、
全
七

十
四
・
ヘ
ー
ジ
）
だ
っ
た
。

そ
れ
ま
で
私
は
自
分
の
国
だ
け
の
医
学
切
手
を
集
め
て
解
説
し
た
書
物
は
、
世
界
の
ど
こ
の
国
の
も
見
た

こ
と
が
な
か
っ
た
。
キ
ュ
ー
バ
の
こ
の
医
学
切
手
書
は
、
用
紙
、
印
刷
、
装
丁
な
ど
、
い
ず
れ
も
上
等
と
は

い
え
な
い
が
、
豊
富
な
図
を
用
い
て
、
簡
単
に
切
手
の
解
説
を
記
載
し
て
い
る
・
私
に
と
っ
て
、
大
変
貴
重

な
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
書
は
「
キ
ュ
ー
兼
ハ
の
医
史
学
叢
書
」
の
第
四
十
九
号
で
、
一
九
七
○
年
に
発
行
さ

れ
、
表
題
は
「
キ
ュ
ー
バ
の
切
手
で
み
る
医
学
」
で
あ
る
。

本
書
の
最
終
。
ヘ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
本
叢
書
の
一
覧
表
に
よ
る
と
、
第
七
号
が
「
第
十
四
回
国
際
医
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史
学
会
総
会
に
お
け
る
フ
イ
ン
ラ
イ
の
発
見
の
功
績
顕
彰
」
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
号
に
小
川
先
生
の
署
名
の
と
き
の
記
載
文
が
掲
載
さ

れ
、
先
生
は
こ
の
号
を
受
領
さ
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
叢
書
は
非
売
品
で
、
と
く
に
キ
ュ
ー
バ
の
医
学
史
に
興
味
を
持
っ
て
研
究
す
る

人
だ
け
に
無
料
で
配
布
す
る
と
記
し
て
あ
る
。

キ
ュ
ー
バ
の
医
史
学
研
究
の
貢
献
者
で
あ
る
小
川
鼎
三
先
生
の
お
か
げ
で
、
私
も
入
手
困
難
な
こ
の
切
手
書
を
た
や
す
く
入
手
で
き
た
の

で
、
そ
の
こ
と
を
先
生
に
報
告
し
て
、
喜
ん
で
頂
い
た
。
そ
れ
以
来
、
私
は
キ
ュ
ー
バ
の
医
学
切
手
の
調
査
に
は
、
し
ば
し
ば
本
書
を
利
用
し

て
い
る
。
記
載
文
は
ス
・
へ
イ
ン
語
だ
が
、
私
は
辞
書
の
助
け
に
よ
れ
ば
大
体
の
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
に
記
載
し
た
当
時
の
こ
と
を
想
い
起
こ

し
、
先
生
の
霊
の
御
冥
福
を
祈
り
な
が
ら
、
こ
の
追
悼
文
を
記
し
た
。

最
後
に
、
フ
ィ
ン
ラ
イ
顕
彰
の
切
手
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
う
。

佃
フ
ィ
ン
ラ
イ
の
生
誕
一
○
○
年
を
記
念
し
て
、
一
九
三
四
年
キ
ュ
ー
バ
で
発
行
さ
れ
た
肖
像
切
手
。

③
一
九
五
○
年
パ
ナ
マ
で
発
行
さ
れ
た
黄
熱
を
伝
播
す
る
ネ
ッ
タ
イ
シ
マ
カ
少
匿
①
の
四
①
喝
呂
の
切
手
。
パ
ナ
マ
は
黄
熱
の
撲
滅
に
よ
っ

て
、
パ
ナ
マ
運
河
を
開
通
完
成
さ
せ
た
の
で
、
フ
ィ
ン
ラ
イ
の
功
績
を
顕
彰
し
て
こ
の
切
手
を
発
行
し
た
。

フ
ィ
ン
ラ
イ
の
切
手
は
こ
の
ほ
か
数
種
あ
る
。

恩
師
小
川
鼎
三
先
生
が
去
る
昭
和
五
九
年
四
月
二
九
日
に
長
逝
さ
れ
て
よ
り
、
早
く
も
数
カ
月
が
経
過
し
た
。
こ
の
二
月
一
八
日
に
は
鎌

追
憶
の
小
川
鼎
三
先
生

大
塚
恭
男
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